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1. はじめに

XML関連技術が普及した後しばらく安定した活動を続けてきた文書情報表現のISO/IEC JTC1における国際標準化活動および関連する国内活動に，関係者の注目が最近集まっている．そのホットなトピックを取り上げて動向をまとめ，今後の対応を考える．
JTC1では，"文書の処理と記述の言語"を担当するSC34が，SGMLに代表される情報記述言語，文書情報の関連付け，文書のフォーマティング, フォント情報交換, フォーマット済み文書記述などの国際規格開発を行っている．主要メンバは，関連する国際的な標準化組織のW3C, OASIS等にも参加して，利用者要求に迅速に応じると共に組織間の整合を図っている．
2006年5月に開催されたSC34の総会[1]では，これまでになく多くのLiaison組織との議論が行われ，関係する企業からのオブザーバ参加が目立った．その背景には，総会直前に，SC34で開発してきたDSDL (Document Schema Definition Language), TM (Topic Maps)の主要パートが最終投票で承認されたことに加えて，OASISから提案されたODF (Open Document Format for Office Applications (OpenDocument))が反対なしで承認され，それに対抗するMicrosoftのOOXML (Office Open XML)がEcmaを経由してISOにFast-track手続きで提案されることが明らかになったことがある．
2. DSDL(文書スキーマ定義言語)
DSDL (Document Schema Definition Language; 文書スキーマ定義言語)は，XMLで記述される情報の構造を規定するスキーマ言語の国際規格ISO/IEC 19757である．W3CのXML Schemaの開発があまりにも遅いことに業を煮やした日本が，Regular Language Description for XML (RELAX)をISOにFast-track提案し，それがISO/IEC TR 22250として承認されたことに対抗して，US, UKによってDSDLのプロジェクトが提案[2]され，その活動が始まった．
しかし提案された当初のDSDLの原案があまりにも稚拙であったため，その内容の全面的な見直しが行われ，RELAX NG (Grammar-oriented schema languages)等の既存のスキーマ関連規定を含むマルチパートの規格としてDSDLを作成することになった．
現在までに次の3パートが発行されている．
ISO/IEC 19757-2, Regular-grammar-based validation - RELAX NG, 2003-11 

ISO/IEC 19757-2/Amd.1, Compact syntax, 2006-01 

ISO/IEC 19757-3, Rule-based validation - Schematron, 2006-05 

ISO/IEC 19757-4, Namespace-based Validation Dispatching Language (NVDL), 2006-06
RELAX NGの仕様は，OASISから公開されていたが，ISO/IEC 19757-2の発行によって国際規格として追認された．特にそのCompact Syntax (簡潔構文)は，W3Cなどの関連する標準化団体における多くの規定の記述の中で既に広く利用されるに至り，総務省電子自治体文書などの大量の文書インスタンスの構造記述にも使われている．
これらのパートの完成によって，DSDLとしての一応の体系は用意され，今後は処理系の充実が望まれる．まだパート1, 5～10の開発が残されているが，これらは必ずしも必須の規定ではない[3]．
3. ODF(オープン文書フォーマット)
ODF (Open Document Format for Office Applications (OpenDocument))は，Sun Microsystemsによって2002年5月にOASISに提案され，OASISのOpen Document Technical Committee (TC)で審議されて，2005年5月にOASIS規格ODF 1.0として制定された．OASISは，これを国際規格にするため，PAS (Publicly Available Specification)のFast-track手続きを用いてISO/IEC JTC1にそれを提出した．
JTC1は，ISO/IEC DIS 26300[4]としてそれをJTC1メンバに配布し，2006年5月を期限とするDIS投票を開始するとともに，そのDISの審議をSC34に割当てた．投票の結果，このDISは反対投票なしで承認された．そのためSC34は，当初計画していた投票結果対処の会議の開催を，JTC1セクレタリアートの助言に従って取消し，OASISのTCによるコメント対処と改訂テキストとをSC34セクレタリアートが各国に送付して，30日デフォルト投票にかけることを，2006年5月の総会で決定した．
ODFは，Open Officeと呼ばれるオフィスソフトの文書フォーマットに使われている実装先行の規定であり，Microsoftによるオフィスソフトの独占状態に対抗するSun Microsystems，IBMなどによって推進されてきた．DIS 26300の投票結果は，ベンダ固有の閉ざされた規定からオープンな(公開された議論に基づき，非営利団体によって制定され，RAND以外の知的所有権を含まない)規定への移行を支援する利用者要求の現れと見るべきであろう[5]．マサチュセッツ州の電子政府によるODF採用の動きは，ベンダによる囲い込みを嫌う利用者判断の顕著な例である．
OASISによってODFが制定されると，Microsoftは，Wordの文書フォーマットに基づくやはり実装先行の規定であるOffice Open XML (OOXML)をEcmaに提出して，オープンな規定とする戦略を打ち出した．Ecmaはその技術委員会TC45でこれを審議してEcmaの規定として制定し，ISO/IEC JTC1に提案する予定を明らかにしている．
2006年5月のSC34総会ではEcmaが開催直前にLiaison参加の意思表明を行い，Microsoftと共にSC34総会に参加した．Ecma代表は，Ecma Office Open XMLを2006年12月にfast-track提案する予定であり，SC34のメンバは各国二人までEcmaの審議に参加できることなどを報告[6]した．これは，Ecma OOXMLのfast-track提案がSC34で審議されることになるであろうことを見越しての行動と思われる．SC34はEcma TC45へのLiaison代表を指名した．
JTC1に提案されるOOXMLの日本としてのボジションの審議は，まだ始まっていないが，知的所有権の扱いなどのオープンな程度の確認が審議の要点となるであろう．
4. OFF(オープンフォントフォーマット)
SC34は，フォント情報交換規格として次の3パートを制定し，利用者からの要求に応じて幾つものAmendmentを発行してきた．
ISO/IEC 9541-1, Font information interchange - Architecture

ISO/IEC 9541-2, Font information interchange - Interchange format

ISO/IEC 9541-3, Font information interchange - Glyph shape representation
特にパート3のグリフ形状表現はAdobeが提案したType 1に基づくアウトラインフォントと，グリフ識別子の登録組織からの要求に基づくビットマップフォントとを規定している．
2005年になってSC29/WG11 (Coding of moving pictures and audio)がISO/IEC 14496 (Coding of Audio-visual objects)のパート22としてOpen Font Formatの規格原案を提出した．これは，OpenType format version 1.4 font format specificationの規定内容を追認するものであって，既に業界で広く利用されていることから，SC34はSC29/WG11とLiaisonをとって，ISO/IEC 9541-1および-2を拡張してこれまでの体系との整合をとることにした[7]．
5. むすび
国際規格として発行された幾多の規定内容は，そのまま翻訳されて日本工業規格(JIS)として制定されてきた．特に文書情報表現の規格については，難解な解釈と訳語の揺れを最小化するとともに，法令からの参照を可能にし，実装の政府調達を容易にするためにもJIS化が強く望まれている．そこで，国内ではその作業のために，主として日本規格協会(JSA)の中に委員会が設立され，SC34が開発した国際規格に一致するJISを作成してきた．
DSDLについては，ISO/IEC 19757-2に一致するJIS X 4177-2が既に制定され，19757-3, -4に一致するJISの原案作成がJSAにおいて開始されている．ODFのJIS化作業は，2006年8月から，情報処理学会の情報規格調査会において開始された．TMについては，ISO/IEC 13250-2, -3のJIS化をJSAの委員会が2006年度の課題として計画している．
文書情報表現の標準化における国際および国内の関係者の活動と成果をまとめた．ここに示した課題に関して議論をいただいているSC34関係者に感謝する．
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